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前中期計画（2017~2021）

第１章 中期計画とは
１ 概要
２ 施策体系

第２章 上下水道事業の現状と課題
１ 水道・工業用水道事業
２ 下水道事業
３ 三事業共通

第３章 施策及び取組
23施策・60取組

第４章 財政収支計画
１ 水道事業
２ 工業用水道事業
３ 下水道事業

第５章 中期計画の進捗管理

次期中期計画（2026~2029）

第１章 中期計画とは
１ 概要
２ 本計画と関連する主な計画等
３ 計画推進の考え方

第２章 経営の現状分析
１ 水道事業
２ 工業用水道事業
３ 下水道事業

第３章 施策及び取組
施策体系
〔14施策・45取組〕

第４章 財政収支見通し
１ 水道事業
２ 工業用水道事業
３ 下水道事業

第５章 中期計画の進捗管理

１ 次期中期計画の構成
現行中期計画（2022~2025）

第１章 中期計画とは
１ 策定趣旨
２ 位置付け
３ 本計画と関連する主な計画等
４ 前中期計画の実施状況

第２章 事業を取り巻く環境の変化
１ 社会環境
２ 経営環境

第３章 経営の現状分析
１ 水道事業
２ 工業用水道事業
３ 下水道事業

第４章 計画推進の方向性
１ 計画推進の考え方
２ 施策体系

第５章 施策及び取組
23施策・60取組

第６章 財政収支見通し
１ 水道事業
２ 工業用水道事業
３ 下水道事業

第７章 中期計画の進捗管理

※次期上下水道ビジョンへ含む



4２ 施策・取組項目の見直しについて
◆次期中期計画の施策・取組項目の検討にあたっては、次期上下水道ビジョンの体系図を踏まえ、分かりやすさを重視した施策・取組項目にすること
とし、現中期計画の施策・取組項目をベースに次のポイントに基づいて統廃合を行いました。

●施策項目で「水道・工業用水道」と「下水道」に分かれていた施策は統合
例︓「水道・工業用水道の危機管理対策」と「下水道の危機管理対策」⇒「危機管理対策」

「水道・工業用水道の施設・管路の老朽化対策」と「下水道の管きょ・施設の老朽化対策」⇒「老朽化対策」など
●取組項目で細分化していた取組を統合
例︓「水道基幹管路の強化」と「工業用水道基幹管路の強化」⇒「水道・工業用水道基幹管路の強化」

「管路の維持管理」と「管路付属物の維持管理」⇒「管路の維持管理」
「再生可能エネルギーの有効利用」と「省エネルギー対策」⇒「水道・工業用水道の地球温暖化対策」など

●当局が主体で行っていない取組は、関連する取組にコラム等で統合
例︓市立小中学校の直結給水化〈教育委員会主体〉

統 合

●現中期計画期間内で終了する取組
例︓「水道施設の耐震化」、「応急給水拠点等の整備」など廃 止

●取組内容の明確化に伴う分割
例︓「資源・施設の有効利用」⇒「水道・工業用水道の資源の有効利用」と「資産・施設の有効活用」など分 割
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施 策 取 組

1 水道水・工業用水の水質管理の徹底

1 水源の保全
2 安全で良質な水の取組
3 工業用水の水質管理
4 受水槽設備の適正管理に向けた支援
5 直結給水方式の導入推進

2 県内水道事業者等との広域連携 6 最適な水道システムの実現に向けた取組

3 老朽化対策

7 水道・工業用水道管路の更新
8 水道・工業用水道施設の更新
9 下水管きょの再整備
10 水処理センターなどの再構築
11 水処理センターなどの設備更新

4 上下水道施設の維持管理

12 水道・工業用水道管路の維持管理
13 水道・工業用水道施設の維持管理
14 給水管の維持管理
15 下水管きょの維持管理
16 水処理センターなどの維持管理

5 地震対策

17 水道管路の耐震化
18 水道・工業用水道基幹管路の強化
19 下水管きょの耐震化
20 水処理センターなどの地震対策
21 水道・工業用水道施設の停電対策

6 浸水対策 22 重点化地区などにおける浸水対策
23 水処理センターなどの耐水化

■次期中期計画の施策・取組項目 【施策数23⇒14 取組数60⇒45】

２ 施策・取組項目の見直しについて



6

施 策 取 組

7 危機管理対策 24 災害対応能力の強化
25 防災・減災に向けた連携と啓発

8 水環境の保全

26 水処理センターの高度処理
27 合流式下水道の改善
28 下水道の未整備地域などへの対応
29 良好な放流水質の確保

9 地球温暖化対策 30 水道・工業用水道の地球温暖化対策
31 下水道の地球温暖化対策

10 資源の有効利用 32 水道・工業用水道の資源の有効利用
33 下水道の資源の有効利用

11 世界の水環境改善に向けた国際事業 34 官民連携による国際展開
35 技術協力による国際貢献

12 お客さまとの信頼関係の構築
36 川崎の上下水道の魅力の情報発信
37 適正な給水装置・排水設備工事の確保
38 水道料金・下水道使用料の公平かつ適正な徴収

13 お客さまの利便性の向上 39 上下水道お客さまセンターの品質向上
40 新たなサービスの提供に向けた取組

14 持続可能な経営基盤の確保

41 持続可能で効率的・効果的な執行体制の構築
42 人材育成の推進
43 デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進
44 資産・施設の有効活用
45 財政基盤の強化

２ 施策・取組項目の見直しについて



7３ 次期中期計画の主な取組内容について

取 組 取 組 内 容（案）

８ 水道・工業用水道施設の更新

アセットマネジメントに基づき、重要度や経年度を考慮し、水道・工業用水道施設の更新の
優先度を定めるとともに、財政収支との整合を図りながら、点検調査及び修繕の実績等も
考慮した適切な使用年数での更新を進めます。
例︓長沢浄水場排水処理施設改良工事

10 水処理センターなどの再構築
予防保全的な維持管理や、施設の劣化状況を適切に把握し、リスクとコストのバランスを考
慮しながら最適な下水施設の再構築を行います。
例︓入江崎総合スラッジセンター等の再構築

17 水道管路の耐震化
災害時にも安定した給水が継続できるように、水道管路の耐震化を進めます。
例︓消防署・警察署等の重要施設への上水供給ルートの耐震化

19 下水管きょの耐震化
避難所や重要な医療機関等と水処理センターとを結ぶ下水管きょや緊急輸送路下の下水
管きょなど、重要な下水管きょの耐震化を推進します。
例︓重要な管きょの耐震化

22 重点化地区などにおける浸水対策

浸水リスクの高い重点化地区において、管きょやポンプ施設の整備等の浸水対策を推進す
るほか、令和元年東日本台風による浸水被害を踏まえた対策などを推進します。また、気候
変動による将来の降雨量の増加を考慮した計画・設計基準への見直しに取り組みます。
例︓重点化地区における雨水管きょなどの整備



8３ 次期中期計画の主な取組内容について

取 組 取 組 内 容（案）

42 人材育成の推進
専門的な知識・技術・技能の継承のため、OJTと研修を効果的に実施するとともに、災害派
遣の経験を活かし、災害に対応できる人材の育成等、事業を取り巻く環境の変化に対応し
ます。また、人材確保のために、局の魅力を発信する取組を推進します。

43 デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進 将来の担い手不足の深刻化等を踏まえ、デジタル技術・データの活用等により、更なるお客
様サービスの向上や上下水道施設管理の高度化・効率化、情報環境整備を推進します。

45 財政基盤の強化
人口減少や水需要の減少、老朽化した施設の更新等を踏まえ、財政収支見通しの作成を
行い、特に水道料金及び下水道使用料制度のあり方について検討するとともに、安定的な
運転資金の確保・資金運用について検討します。



9参考 中期計画のレイアウトイメージ
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３ 計画推進の考え方 

計画にあたっての考え方等を記載します。 
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第 3 章 施策及び取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念 目指すべき将来像 10年間の方向性
1 水源の保全
2 安全で良質な水の取組
3 工業用水の水質管理
4 受水槽設備の適正管理に向けた支援
5 直結給水方式の導入推進

2 県内水道事業者等との広域連携 6 最適な水道システムの実現に向けた取組
7 水道・工業用水道管路の更新
8 水道・工業用水道施設の更新
9 下水管きょの再整備
10 水処理センターなどの再構築
11 水処理センターなどの設備更新
12 水道・工業用水道管路の維持管理
13 水道・工業用水道施設の維持管理
14 給水管の維持管理
15 下水管きょの維持管理
16 水処理センターなどの維持管理
17 水道管路の耐震化
18 水道・工業用水道基幹管路の強化
19 下水管きょの耐震化
20 水処理センターなどの地震対策
21 水道・工業用水道施設の停電対策
22 重点化地区などにおける浸水対策
23 水処理センターなどの耐水化
24 災害対応能力の強化
25 防災・減災に向けた連携と啓発
26 水処理センターの高度処理
27 合流式下水道の改善
28 下水道の未整備地域などへの対応
29 良好な放流水質の確保
30 水道・工業用水道の地球温暖化対策
31 下水道の地球温暖化対策
32 水道・工業用水道の資源の有効利用
33 下水道の資源の有効利用
34 官民連携による国際展開
35 技術協力による国際貢献
36 川崎の上下水道の魅力の情報発信
37 適正な給水装置・排水設備工事の確保
38 水道料金・下水道使用料の公平かつ適正な徴収
39 上下水道お客さまセンターの品質向上
40 新たなサービスの提供に向けた取組
41 持続可能で効率的・効果的な執行体制の構築
42 人材育成の推進
43 デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進
44 資産・施設の有効活用
45 財政基盤の強化

健
全
な
水
循
環
に
よ
り
市
民
の
生
活
を
守
る

持続可能な経営基盤の確保 14 持続可能な経営基盤の確保

【安全・安心】
安全で安定した水の供給と適
切な排水機能を確保し安心し
て暮らせる市民生活を守ります

【強靭】
災害に対して強くしなやかな上

下水道を目指します

【環境】
環境に配慮した事業を推進し

ます

【持続】
質の高いサービスの提供と持
続可能な経営基盤の確保を

目指します

国際事業の推進 11 世界の水環境改善に向けた国際事業

市民サービスの充実
12 お客さまとの信頼関係の構築

13 お客さまの利便性の向上

水環境や地球環境への配慮

8 水環境の保全

9 地球温暖化対策

10 資源の有効利用

災害への備え

5 地震対策

6 浸水対策

7 危機管理対策

上下水道施設の適切な管理と更新

3 老朽化対策

4 上下水道施設の維持管理

施　策 取　組

安全で良質な水の安定供給 1 水道水・工業用水の水質管理の徹底
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